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平成28年度　収支予算書

平
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回

定
時
理
事
会
の
開
催

平
成
二
十
七
年
度
第
三
回 

定
時
理
事
会
の
開
催

（１）

　　 理事会

予算額

1,369,000,000

168,068,000

1,200,000

1,000,000

47,000

72,000

69,383,000

1,000

5,000

1,608,776,000

0

0

65,000,000

65,000,000

1,608,841,000

前年度予算額

1,337,000,000

1,617,731,000

1,053,000

1,000,000

47,000

42,000

71,872,000

1,000

5,000

1,572,751,000

0

0

65,000,000

65,000,000

1,579,251,000

増　減

32,000,000

6,337,000

147,000

0

0

30,000

▲ 2,489,000

0

0

36,025,000

0

0

0

0

36,025,000

収入の部

科　　目

受 託 事 業 収 益

葬祭場管理運営事業収益

労働者派遣事業等受取収益

受取会員登録手数料

基 本 財 産 運 用 益

特 定 資 産 運 用 益

受 取 補 助 金

受 取 寄 付 金

雑 収 益

経 常 収 益 計

特定資産取崩収入

投 資 活 動 収 入 計

借 入 金 収 入

財 務 活 動 収 入

収 入 の 部 合 計

予算額

1,578,530,000

30,246,000

1,608,776,000

8,021,000

8,021,000

65,000,000

66,568,000

1,608,841,000

0

0

0

前年度予算額

1,535,777,000

36,974,000

1,572,751,000

3,470,000

3,470,000

65,000,000

65,000,000

1,572,751,000

0

0

0

予　算

42,753,000

▲ 6,728,000

36,025,000

4,551,000

4,551,000

0

1,568,000

36,025,000

0

0

0

支出の部

科　　目

事 業 費

管 理 費

経 常 費 用 計

特定資産取得支出

投 資 活 動 支 出 計

借 入 金 返 済 支 出

財 務 活 動 支 出 計

支 出 の 部 計

当 期 収 支 差 額

前 期 繰 越 収 支 差 額

次 期 収 支 差 額

　
去
る
三
月
二
十
四

日
、
平
成
二
十
七
年

度
第
三
回
定
時
理
事

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
議
案
は
「
平
成

二
十
七
年
度
補
正
予

算
に
つ
い
て
」「
平

成
二
十
八
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算

の
承
認
に
つ
い
て
」

「
平
成
二
十
八
年
度

川
崎
信
用
金
庫
短
期
借
入
金
契
約
に
つ
い
て
」

の
三
件
、
審
議
の
結
果
、
全
て
全
会
一
致
で
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算

　
　
平
成
二
十
七
年
度
事
業
は
当
初
計
画
を
超

え
て
事
業
拡
大
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
伴
う
事
業
費
に
つ
い
て
補
正
予
算
を
組
ん

だ
も
の
で
す
。

◦
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に

つ
い
て

　
　
こ
こ
数
年
の
事
業
実
績
を
踏
ま
え
ま
し

て
、
収
入
面
で
は
配
分
金
収
入
、
事
業
費
収

入
の
増
額
を
、
ま
た
、
支
出
面
で
は
事
業
費

増
に
伴
う
配
分
金
支
出
及
び
経
費
の
増
加
を

見
込
ん
だ
も
の
で
す
。
な
お
、
経
費
に
つ
い

て
は
、
極
力
削
減
す
る
方
針
の
も
と
内
部
努

力
を
徹
底
し
て
お
り
ま
す
。

◦
平
成
二
十
八
年
度
川
崎
信
用
金
庫
短
期
借
入

金
契
約
に
つ
い
て

　
　
平
成
二
十
七
年
度
同
様
、
事
業
拡
大
に
対

応
し
た
運
転
資
金
の
安
全
策
と
し
て
短
期
借

入
契
約
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
二
年
目

を
迎
え
る
「
第
二
期
基
本
計
画
」
の
着
実
な
遂

行
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
ま
く
社
会
情

勢
や
経
済
状
況
等
に
、
柔
軟
に
対
応
し
た
事
業

展
開
を
図
る
な
ど
適
切
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
川
崎
市
か
ら
指
定
管
理
者
の
指
定
を

受
け
、
三
年
目
を
迎
え
る
「
か
わ
さ
き
南
部
斎

苑
」及
び「
か
わ
さ
き
北
部
斎
苑
」に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
安
全
で
安
定
的
な
葬
祭
場
事
業
運
営

等
に
努
め
ま
す
。

　

基
本
方
針

◦
公
益
目
的
事
業
一

　（シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
）

　
１
　
会
員
の
増
強
と
育
成

　
２
　
就
業
機
会
の
拡
大
・
受
注
開
拓

　
３
　
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

　
４
　
事
業
推
進
体
制
の
強
化

　
５
　
第
二
期
基
本
計
画
の
推
進
及
び
事
業
計

画
目
標
の
的
確
な
進
行
管
理

◦
公
益
目
的
事
業
二
（
葬
祭
場
運
営
事
業
）

　
１
　
公
衆
衛
生
の
向
上
と
公
共
葬
祭
場
と
し

て
の
公
平
性
の
確
保

　
２
　
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
３
　
適
正
な
業
務
の
遂
行
と
効
率
的
な
事
業

運
営

　
４
　
か
わ
さ
き
北
部
斎
苑
大
規
模
改
修
工
事

中
に
お
け
る
安
全
管
理
運
営

　
平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算

　　
平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
、「
第

二
期
基
本
計
画
」
の
着
実
な
進
行
と
セ
ン
タ
ー

を
取
り
ま
く
社
会
経
済
状
況
等
を
勘
案
し
編
成

し
ま
し
た
。
歳
入
の
受
託
事
業
収
益
で
は
前
々

年
度
、
前
年
度
の
契
約
実
績
の
上
昇
推
移
等
を

検
証
し
編
成
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
歳
出
は
、
過
去
の
執
行
状
況
を
精
査
し

必
要
な
経
費
に
つ
い
て
も
適
正
な
範
囲
を
求
め

削
減
で
き
る
も
の
は
極
力
抑
制
し
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
る
な
ど
引
き
続
き
効
率
的
効
果

的
な
財
団
運
営
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
収
支
予
算
の
主
な
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

就業している会員の皆さん

マニュアルに従い陳列する会員

綺
麗
な
一
流
店
舗
で
働
く

　
　
　
　心
意
気
と
喜
び

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（８）

　
今
回
の
取
材
は
、Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
と
直
結
す
る
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
の
一
階
に
あ
る
「
無

印
良
品
」
様
で
す
。

　
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
は
、
開
業
以
来
順
調
に
発
展
を
続
け
、

今
年
で
十
周
年
と
な
り
ま
す
が
、
訪
問
先
の
「
無
印
良
品
」

様
も
創
業
以
来
、
飛
躍
的
な
発
展
を
続
け
今
や
国
内
外
で

四
百
店
舗
近
く
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
発
展
を
続
け
る
一
流
企
業
で
は
、
シ
ル
バ
ー

会
員
に
特
別
な
働
き
方
を
求
め
て
い
る
の
で
は
と
思
い
、

訪
問
早
々
ま
ず
白
幡
店
長
か
ら
「
無
印
良
品
」
様
の
歴
史

と
店
舗
の
特
色
や
発
展
の
原
動
力
な
ど
も
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

〈
店
長
の
お
話
〉

　
当
社
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
感
じ
よ
い
暮
ら
し
を
実
現
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
意
味
で
の
〝
コ
ン
パ
ク
ト
ラ
イ
フ
〞
の

提
供
で
す
。

　
当
社
の
全
て
の
開
発
商
品
に
は
こ
の
思
想
が
貫
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
業

務
も
細
部
に
わ
た
り
こ
の

方
針
が
反
映
さ
れ
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
運
営
さ
れ
、
業

務
は
一
貫
し
て
お
り
迷
い

等
が
生
じ
な
い
様
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
当
店
で
は
七
名

の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
就
業

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
午
前
三
時
間
の
方

が
六
名
、
午
後
四
時
間
の
方
が
一
名
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、

長
年
業
務
に
従
事
し
、
業
務
に
精
通
さ
れ
て
い
る
方
々
な

の
で
、
安
心
し
て
業
務
を
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
若
い
社

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
配
慮
さ
れ
な
が
ら
の

仕
事
ぶ
り
は
好
感
が
持
て
ま
す
。（
お
褒
め
の
こ
と
ば
を

い
た
だ
き
ま
し
た
）

〈
会
員
の
話
〉

　
業
務
内
容
は
店
舗
内
へ

の
商
品
補
充
と
店
舗
内
掃

除
で
す
。商
品
補
充
で
は
、

前
日
夜
中
に
店
舗
倉
庫
に

保
管
さ
れ
て
い
る
商
品
を

店
舗
の
陳
列
棚
へ
補
充
す

る
作
業
で
、
商
品
群
ご
と

の
担
当
制
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　
大
小
様
々
の
色
や
形
が

違
う
六
千
ア
イ
テ
ム
を
超

え
る
多
品
種
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
の
で
、
細
心
の
注
意
を
払
い
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
陳
列
方
法
は
、
商
品
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
る
こ
と
か
ら
迷
っ
た
り
間
違
え
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
店
舗
内
清
掃
は
、
お
店
側
が
店
舗
内
の
床
や
商
品
棚
を

綺
麗
に
し
て
お
く
こ
と
を
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
日
々
徹
底
し
て
清
掃
し
て
い
ま
す
。
来
店
客
が

多
い
た
め
、
毎
朝
、
表
面
的
な
掃
除
だ
け
で
な
く
、
商
品

を
動
し
な
が
ら
棚
の
奥
ま
で
徹
底
し
て
掃
除
し
て
い
ま

す
。（
商
品
を
動
し
て
棚
の
奥
ま
で
見
せ
て
く
れ
た
行
動

は
、
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。）

Ｑ
　〝
働
い
て
い
て
何
が
良
か
っ
た
で
す
か
？
〞

Ａ
　
ボ
ケ
防
止
に
最
高
だ
よ
！
い
ま
健
康
で
い
ら
れ
る
の

は
仕
事
で
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
て
い
る
お
蔭
だ

よ
！
こ
の
お
店
は
客
層
が
若
く
世
の
中
の
変
化
を
感

じ
や
す
い
し
、
気
持
ち
も
若
返
る
！
さ
ら
に
商
品
が

売
れ
る
喜
び
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

終
わ
り
に

　
整
理
整
頓
さ
れ
た
綺
麗
な
店
舗
で
お
客
さ
ま
を
お
迎
え

し
た
い
と
い
う
社
員
と
同
じ
気
持
ち
で
働
い
て
い
る
会
員

に
は
、
大
い
な
る
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　
店
長
よ
り
一
名
増
員
の
ご
相
談
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

う
し
た
会
員
の
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
の
成
果
だ
と
嬉
し
く
思

い
な
が
ら
取
材
を
終
え
ま
し
た
。

（
取
材
　
安
田
　
惇
　
編
集
委
員
）

配分金支払日のお知らせ

４月分

５月分

６月分

５月25日 ㈬

６月27日 ㈪

７月25日 ㈪

４月分から６月分の配分金支払日は
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へ支払います。

人 事 異 動

【新　　任】（１月～４月）
・経営課主任 德　田　絵莉紗
・南部事務所 佐々木　美也子
・中部事務所 木　村　容　子 
・北部事務所 中　村　久　美

【退　　任】（１月～３月）
・南部事務所主査
 佐々木　美也子
・中部事務所 星　山　美佐枝
・北部事務所 新　堀　路　子



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

◇平成27年12月～平成28年2月　主な事故発生状況

平成27年度 会員表彰式（川崎市総合自治会館）

地
域
班
だ
よ
り

平
成
27
年
度 

会
員
表
彰
式

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別№ 仕事の内容
1　傷害事故

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別№ 仕事の内容
2　賠償事故

※今年度は就業途上の自転車事故が増加。自転車を運転するときは、時間に余裕を持ち、過信せず、細心の注意を払い、安全運転を心掛けましょう。
　就業途上に第3者の財物を壊した場合や身体を傷つけた場合（賠償事故）は、シルバー保険の対象外です。自転車の運転者である会員が賠償を含めた責任を負うこ
ととなります。事故をおこさないよう最大限の注意を図り、万が一に備えて自転車賠償保険に加入することも必要です。

（３） （２）

就業時に荷物を持ち上げたところ左手の肘に痛みが生じた。翌日、病院でMRI検査をしたとこ
ろ、筋が3本切れていた。
スーパーの倉庫内でトレーを搬出時、トレーの上にあった仕切板が落下して右眼に接触。右眼
の瞳を損傷及び、首（右側）の筋を痛めた。

店舗内の清掃業務に従事中、外階段へつながる鉄製の扉に左手薬指を挟み受傷した。

自宅から自転車で就業場所に向かう交差点で、自転車が転倒し足と胸を強く打ちつけた。

　　　

就業先のマンションに設置してある、防火設備の赤色灯の電球交換を行っていた際、誤って赤
色灯を落とし破損させた。
スーパー開店前の作業時、ベビーカー8台を他の階へ運ぶため、バックヤードにあるエレベータで
運搬しようとした際、右側の柱の角にベビーカーが接触し、木製保護材の一部が破損した。

植木剪定作業中に切った木がフェンスに直撃し破損させた。

中部

中部

南部

南部

南部

南部

北部

就業中

就業中

就業中

途上

就業中

就業中

就業中

女

男

女

女

男

男

男

1

2

3

4

1

2

3

ネットスーパー
業務

スーパー商品
荷受・搬送業務

店舗内清掃

屋内清掃作業

マンション清掃等

かご・カート
整理業務

植木剪定作業

　
平
成
二
十
七
年
度
第
二
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が

二
月
二
十
三
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、
議
題
① 「
平
成
二

十
八
年
度
安
全
・
適
正
就
業
実
施
計
画
」
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
計
画
の
重
点
項
目
　

１
　
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

　
①
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
活
用

　
②
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
の
活
用

　
③
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策
委
員
及
び
会
員
の
育

成

　
④
安
全
・
適
正
就
業
基
準
の
徹
底

２
　
安
全
意
識
向
上
の
推
進

　
①
講
習
会
・
研
修
会
の
実
施

　
②
安
全
就
業
の
啓
発

　
③
健
康
管
理
の
充
実

　
議
題
② 「
事
故
発
生
状
況
（
平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら

平
成
二
十
八
年
一
月
）」
で
は
、
昨
年
度
に
比
べ
賠
償
事

故
が
半
減
し
て
い
る
一
方
で
、
傷
害
事
故
の
倍
増
（
特
に

就
業
途
上
の
自
転
車
事
故
が
多
い
）
が
報
告
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
委
員
か
ら
、
改
め
て
会
員
の
注
意
喚
起
に
係
る

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
七
年
度
第
二
回

　安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
報
告

　
シ
ル
バ
ー
事
業
に
係
る
事
故
未
然
防
止
と
安
全
就

業
の
推
進
に
つ
な
が
る
「
安
全
標
語
」
を
募
集
し
ま

す
。

【
応
募
方
法
】

　
事
務
所
備
え
付
け
の
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
等
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
各
事
務
所
に
御
持
参
く
だ
さ
い
。

　※
①
応
募
は
一
人
一
作
品
で
す
。

　②
自
作
の
も
の

【
締
切
り
】

　
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
（
火
）

【
宛
　
　
先
】
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０
２
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川
崎
区
堤
根
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―
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川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
経
営
課
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Ｘ
０
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６

選
考
の
結
果
、
採
用
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度

　「安
全
標
語
」
を
募
集
し
ま
す

会員代表者謝辞

中部事務所会員 南部事務所会員

北部事務所会員

平成27年度 第2回地域班全体会議この盛付でどうでしょう
マスコット「たしかめちゃん」

交替で丸太を切断する訓練

チェーンソーの目立ての仕方を受講

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　川
崎
市
総
合
自
治
会
館

　
当
セ
ン
タ
ー
で
、
長
年
に
わ
た
り
他
の
会
員
の
模
範
と

な
る
活
動
を
さ
れ
た
方
々
へ
、
理
事
長
か
ら
表
彰
状
並
び

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
ま
た
、
会
員
代
表
の
宮
本
直
紀

様
か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
懇

親
会
で
は
、
受
賞
者
は
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
お
互
い
の
就

業
経
験
や
近
況
等
の
お
話
に
花
が
咲
き
盛
り
上
が
り
を
み

せ
て
お
り
ま
し
た
。

　
改
め
て
受
賞
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
第
二
回
地
域
班
全
体
連
絡
会
議
の
開
催

　三
月
二
十
四
日
（
木
）

　セ
ン
タ
ー
本
部
会
議
室

　
議
題
の
平
成
二
十
八
年

度
の
地
域
班
に
係
る
活
動

計
画
（
案
）
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
原
案
ど
お
り
了

承
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、セ
ン
タ
ー
の
平
成

二
十
八
年
度
事
業
計
画
と
、

顧
客
満
足
度
調
査
の
集
計

結
果
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
調
理
講
習
会
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
二
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　て
く
の
か
わ
さ
き
　
　
　
　
　
　
　

　
毎
年
好
評
の
調
理
講
習
会
は
、
前
回
に
引
き
続
き
講
師

は
、「
元
気
な
高
津
を
つ
く
る
会
」
に
お
願
い
し
、
初
心

者
向
き
の
内
容
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、 
①
講
話
と
し

て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
食
中

毒
の
話 

②
実
技
で
は
、

各
班
に
分
か
れ
レ
シ
ピ
に

よ
る
お
か
ず
作
り 

③
各

班
の
お
か
ず
を
交
換
し
あ

い
講
話
を
聞
き
食
事 

④

食
事
へ
の
配
慮
の
講
話 

⑤
健
康
体
操
と
、
盛
り
沢

山
で
し
た
。

　
受
講
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
美
味
し
か
っ
た
の

で
家
で
頑
張
っ
て
作
っ
て
み
た
い
で
す
」　「
先
生
の
お
話

は
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
大
変
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
身
体
に

良
い
内
容
で
有
意
義
で
し
た
」「
栄
養
価
等
の
話
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」「
皆
さ
ん
と
和
気
あ
い
あ
い
に
で
き
楽

し
か
っ
た
」な
ど
の
意
見
・
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ま

た
開
催
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
も
多
く
頂
い
た
た
め
、

平
成
二
十
八
年
度
も
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
講
習
会
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
広
く
市
民
に
も
開
か
れ
た
講
習
会
と
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
も
一
般
市
民
の
方
か
ら
ご
夫
婦
で
受
講
さ
れ

た
方
も
い
ま
し
た
。

◎
伐
木
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
講
習
会
の
開
催

　平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日（
木
）〜
二
十
六
日（
金
）

　川
崎
市
黒
川
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
で
ご
紹
介
す
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
す
る

作
業
従
事
に
は
、「
伐
木
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
講

習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
植
木
班
の
会
員
を
対
象
に
同
講
習
会

を
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
学
科
と

実
技
、
機
器
保
守
等
の
講
習
と
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
三
十
八
名
全
員
が
、
無
事
に
講
習
を
修
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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平成27年度 会員表彰式（川崎市総合自治会館）
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域
班
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よ
り
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成
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年
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会
員
表
彰
式

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別№ 仕事の内容
1　傷害事故

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別№ 仕事の内容
2　賠償事故

※今年度は就業途上の自転車事故が増加。自転車を運転するときは、時間に余裕を持ち、過信せず、細心の注意を払い、安全運転を心掛けましょう。
　就業途上に第3者の財物を壊した場合や身体を傷つけた場合（賠償事故）は、シルバー保険の対象外です。自転車の運転者である会員が賠償を含めた責任を負うこ
ととなります。事故をおこさないよう最大限の注意を図り、万が一に備えて自転車賠償保険に加入することも必要です。

（３） （２）

就業時に荷物を持ち上げたところ左手の肘に痛みが生じた。翌日、病院でMRI検査をしたとこ
ろ、筋が3本切れていた。
スーパーの倉庫内でトレーを搬出時、トレーの上にあった仕切板が落下して右眼に接触。右眼
の瞳を損傷及び、首（右側）の筋を痛めた。

店舗内の清掃業務に従事中、外階段へつながる鉄製の扉に左手薬指を挟み受傷した。

自宅から自転車で就業場所に向かう交差点で、自転車が転倒し足と胸を強く打ちつけた。

　　　

就業先のマンションに設置してある、防火設備の赤色灯の電球交換を行っていた際、誤って赤
色灯を落とし破損させた。
スーパー開店前の作業時、ベビーカー8台を他の階へ運ぶため、バックヤードにあるエレベータで
運搬しようとした際、右側の柱の角にベビーカーが接触し、木製保護材の一部が破損した。

植木剪定作業中に切った木がフェンスに直撃し破損させた。
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平
成
二
十
七
年
度
第
二
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が

二
月
二
十
三
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、
議
題
① 「
平
成
二

十
八
年
度
安
全
・
適
正
就
業
実
施
計
画
」
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
計
画
の
重
点
項
目
　

１
　
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進
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全
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適
正
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活
用

　
②
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務
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③
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策
委
員
及
び
会
員
の
育

成

　
④
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①
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充
実
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事
故
発
生
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況
（
平
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七
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四
月
か
ら

平
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二
十
八
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一
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で
は
、
昨
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度
に
比
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賠
償
事

故
が
半
減
し
て
い
る
一
方
で
、
傷
害
事
故
の
倍
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（
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に

就
業
途
上
の
自
転
車
事
故
が
多
い
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が
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れ
た
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と

を
受
け
、
委
員
か
ら
、
改
め
て
会
員
の
注
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喚
起
に
係
る

意
見
が
出
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ま
し
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施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
講
習
会
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
広
く
市
民
に
も
開
か
れ
た
講
習
会
と
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
も
一
般
市
民
の
方
か
ら
ご
夫
婦
で
受
講
さ
れ

た
方
も
い
ま
し
た
。

◎
伐
木
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
講
習
会
の
開
催

　平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日（
木
）〜
二
十
六
日（
金
）

　川
崎
市
黒
川
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
で
ご
紹
介
す
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
す
る

作
業
従
事
に
は
、「
伐
木
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
講

習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
植
木
班
の
会
員
を
対
象
に
同
講
習
会

を
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
学
科
と

実
技
、
機
器
保
守
等
の
講
習
と
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
三
十
八
名
全
員
が
、
無
事
に
講
習
を
修
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。



熱心に講義を聞く会員

講師「響城れい氏」

作業のポイント
作業のポイント

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

（４）

◎
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｗ
‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
代

表
の
ひ
び響 

き城 

れ
い
氏

を
講
師
に
お
招
き

し
、
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
講
習

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
三
十
一
名
と

い
う
会
員
の
参
加

の
多
さ
か
ら
も
、

家
庭
内
清
掃
に
対

す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
全
員
の

自
己
紹
介
か
ら
始

ま
り
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
講
師
か
ら

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構
え

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
話
を
聞
い
て
、
会
員
か
ら
は
「
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
仕
事
に
役
立
て

た
い
」
等
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
ま
た
開
催
の

機
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
南
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
へ
の
参
加
や
、
チ
ラ

シ
配
布
活
動
等
、
地
域
班
活
動
に
関
す
る
報
告
、
三
月
実

施
の
チ
ラ
シ
配
布
活
動
の
打
合
せ
、
及
び
平
成
二
十
八
年

度
に
向
け
た
活
動
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
林
田
会
員
（
川
崎
区
西
　
班
長
）、
梶
会
員
（
幸

区
西
　
班
長
）、
平
野
会
員
（
川
崎
区
北
　
副
班
長
）
が
、

三
月
末
を
も
っ
て
退
任
と
な
り
ま
す
。所
長
よ
り
三
名
に
、

長
年
に
渡
る
地
域
班
活
動
へ
の
尽
力
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
送
ら
れ
、
併
せ
て
、
引
き
続
き
地
域
班
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
く
会
員
に
は
「
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
南
部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故
発
生
状
況
報
告
と
安
全
・
適

正
就
業
巡
回
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
対
策
委
員
、
対
策
員
及
び
職
員
が
巡
回
し
た

の
は
、
植
木
剪
定
作
業
と
除
草
作
業
の
二
ケ
所
で
し
た
。

ど
ち
ら
も
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
の
も
と
安
全
か
つ
適
正
な
就

業
に
努
め
て
い
た
と
の
評
価
で
し
た
が
、
近
年
、「
指
差

呼
称
」
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
全
に
対
す

る
意
識
の
維
持
向
上
と
い
う
意
味
で
は
、「
細
か
く
確
認

を
す
る
習
慣
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
意
見
も
踏
ま
え
平
成
二
十
八
年
度
実

施
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
四
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
高
津
、
宮
前
区
で
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
業
務
に
携

わ
る
会
員
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
場
は
会
員
の
一
人
職
場
で
、
相
談
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
悩
み
や
就
業
上
の
疑
問
を
抱
え
る
会
員
か

ら
現
状
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
他
の
会
員
か
ら
は
経
験
な

ど
を
踏
ま
え
た
対
応
等
の
話
が
あ
り
、
皆
さ
ん
で
意
見
交

換
を
行
い
、
現
場
の
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◎
中
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
活
動
及
び
チ
ラ
シ
配

布
等
の
報
告
と
総
括
に
続
き
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
務

所
事
業
の
確
認
及
び
配
布
活
動
に
お
け
る
地
区
分
担
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全・適
正
就
業
対
策
会
議
及
び
巡
回

　就
業
現
場
巡
回
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　会
議
及
び
巡
回
　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日（
水
）

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故

発
生
状
況
と
実
施
事
業
の
報

告
等
対
策
事
業
の
総
括
を
行

う
と
と
も
に
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
会
議
後
マ

ン
シ
ョ
ン
清
掃
の
就
業
場
所

を
巡
回
し
、
適
正
・
安
全
就

業
に
関
し
て
就
業
会
員
と
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　◎
安
全
就
業
対
策
・
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　麻
生
区
内
マ
ン
シ
ョ
ン

　
今
回
は
麻
生
区
内
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
現
場
の
巡

回
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。
四
階
建
て
マ

ン
シ
ョ
ン
の
廊
下
や

階
段
等
の
共
有
部
分

を
一
名
の
会
員
が
清

掃
作
業
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
作
業
前
の
道
具
の

整
理
整
頓
も
良
く
出

来
て
お
り
、
ま
た

滑
っ
て
転
倒
し
な
い

よ
う
足
元
の
安
全
確

保
に
も
努
め
て
い
る

な
ど
安
全
就
業
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
安
全
に
留
意
し
て
作
業
を
お

願
い
し
ま
す
。

　◎
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会

平
成
二
十
八
年
一
月

二
十
六
日（
火
）

北
部
事
務
所
会
議
室

　
家
事
援
助
・
育
児

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
る
会
員
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま

ず
南
部
事
務
所
佐
々

木
主
査
か
ら
家
事
援

助
の
現
況
と
就
業
に

係
る
注
意
事
項
等
に

つ
い
て
の
講
義
が
あ

り
、
続
い
て
、
北
部

事
務
所
職
員
の
家
事
援
助
等
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は「
各
事
務
所
の
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
仲
間
の
抱
え
る
生
の
声
が
聞
け
、
ま
た
話

し
合
う
こ
と
も
で
き
、
今
後
の
対
応
に
参
考
に
な
る
大
変

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。」
な
ど
の
ご
意
見
も
頂
き
、
会

員
の
不
安
も
和
ら
ぎ
前
向
き
に
業
務
に
携
わ
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
意
欲
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
実
り
あ
る
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

　◎
第
三
回
北
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　北
部
事
務
所
会
議
室

　
今
回
は
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告
と
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
活
動

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施
と
し
て
、
多
摩
区
及
び

麻
生
区
の
地
域
に
つ
い
て
、
各
地
域
班
の
班
長
及
び
副
班

長
が
受
注
開
拓
・
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を
会
員
十
名
で
一

人
あ
た
り
六
百
枚
、
総
数
六
千
枚
を
配
布
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
効
果
は
て
き
め

ん
で
チ
ラ
シ
を
見

て
、植
木
の
剪
定
、

除
草
、家
事
援
助
・

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
地
域
サ

ポ
ー
ト
等
の
申
込

み
及
び
会
員
登
録

に
関
す
る
問
合
せ

が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構

　
　
①
シ
ル
バ
ー
は
専
門
用
具
や
専
門
技
術
を
取
得
し

た
プ
ロ
で
は
な
い
。

　
　
②
依
頼
さ
れ
た
時
間
内
に
誠
実
に
一
生
懸
命
実
行

し
、
発
注
者
に
伝
わ
る
よ
う
努
力
を
す
る
。

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
　
①
乾
い
た
汚
れ
は
濡
ら
し
て
お
く
。
壁
等
の
汚
れ

は
事
前
に
泡
状
の
洗
剤
を
塗
布
し
て
お
く
。

　
　
②
し
ば
ら
く
時
間
を
お
い
て
、
汚
れ
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
部
分
を
拭
く
。

　
　
③
一
度
で
全
部
を
綺
麗
に
し
よ
う
と
せ
ず
、 

①
と

②
を
根
気
よ
く
繰
り
返
し
行
な
う
。

　
　
④
積
み
重
な
っ
た
過
去
の
汚
れ
を
綺
麗
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
際
は
、
お
客
様
の

備
品
を
傷
つ
け
た
り
、
壊
し
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
る
の
で
無
理
し
て
行
わ
ず
業
者
を
勧
め
る
。

安全・適性就業対策会議の様子

安全就業対策・巡回指導の様子真摯に和やかに進む懇談会

就業場所巡回の様子（2/18 放置自転車対策）

就業場所巡回の様子（3/30 マンション清掃）
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（５）

◎
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｗ
‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
代

表
の
ひ
び響 

き城 

れ
い
氏

を
講
師
に
お
招
き

し
、
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
講
習

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
三
十
一
名
と

い
う
会
員
の
参
加

の
多
さ
か
ら
も
、

家
庭
内
清
掃
に
対

す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
全
員
の

自
己
紹
介
か
ら
始

ま
り
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
講
師
か
ら

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構
え

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
話
を
聞
い
て
、
会
員
か
ら
は
「
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
仕
事
に
役
立
て

た
い
」
等
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
ま
た
開
催
の

機
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
南
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
へ
の
参
加
や
、
チ
ラ

シ
配
布
活
動
等
、
地
域
班
活
動
に
関
す
る
報
告
、
三
月
実

施
の
チ
ラ
シ
配
布
活
動
の
打
合
せ
、
及
び
平
成
二
十
八
年

度
に
向
け
た
活
動
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
林
田
会
員
（
川
崎
区
西
　
班
長
）、
梶
会
員
（
幸

区
西
　
班
長
）、
平
野
会
員
（
川
崎
区
北
　
副
班
長
）
が
、

三
月
末
を
も
っ
て
退
任
と
な
り
ま
す
。所
長
よ
り
三
名
に
、

長
年
に
渡
る
地
域
班
活
動
へ
の
尽
力
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
送
ら
れ
、
併
せ
て
、
引
き
続
き
地
域
班
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
く
会
員
に
は
「
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
南
部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故
発
生
状
況
報
告
と
安
全
・
適

正
就
業
巡
回
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
対
策
委
員
、
対
策
員
及
び
職
員
が
巡
回
し
た

の
は
、
植
木
剪
定
作
業
と
除
草
作
業
の
二
ケ
所
で
し
た
。

ど
ち
ら
も
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
の
も
と
安
全
か
つ
適
正
な
就

業
に
努
め
て
い
た
と
の
評
価
で
し
た
が
、
近
年
、「
指
差

呼
称
」
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
全
に
対
す

る
意
識
の
維
持
向
上
と
い
う
意
味
で
は
、「
細
か
く
確
認

を
す
る
習
慣
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
意
見
も
踏
ま
え
平
成
二
十
八
年
度
実

施
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
四
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
高
津
、
宮
前
区
で
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
業
務
に
携

わ
る
会
員
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
場
は
会
員
の
一
人
職
場
で
、
相
談
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
悩
み
や
就
業
上
の
疑
問
を
抱
え
る
会
員
か

ら
現
状
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
他
の
会
員
か
ら
は
経
験
な

ど
を
踏
ま
え
た
対
応
等
の
話
が
あ
り
、
皆
さ
ん
で
意
見
交

換
を
行
い
、
現
場
の
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◎
中
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
活
動
及
び
チ
ラ
シ
配

布
等
の
報
告
と
総
括
に
続
き
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
務

所
事
業
の
確
認
及
び
配
布
活
動
に
お
け
る
地
区
分
担
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全・適
正
就
業
対
策
会
議
及
び
巡
回

　就
業
現
場
巡
回
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　会
議
及
び
巡
回
　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日（
水
）

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故

発
生
状
況
と
実
施
事
業
の
報

告
等
対
策
事
業
の
総
括
を
行

う
と
と
も
に
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
会
議
後
マ

ン
シ
ョ
ン
清
掃
の
就
業
場
所

を
巡
回
し
、
適
正
・
安
全
就

業
に
関
し
て
就
業
会
員
と
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　◎
安
全
就
業
対
策
・
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　麻
生
区
内
マ
ン
シ
ョ
ン

　
今
回
は
麻
生
区
内
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
現
場
の
巡

回
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。
四
階
建
て
マ

ン
シ
ョ
ン
の
廊
下
や

階
段
等
の
共
有
部
分

を
一
名
の
会
員
が
清

掃
作
業
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
作
業
前
の
道
具
の

整
理
整
頓
も
良
く
出

来
て
お
り
、
ま
た

滑
っ
て
転
倒
し
な
い

よ
う
足
元
の
安
全
確

保
に
も
努
め
て
い
る

な
ど
安
全
就
業
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
安
全
に
留
意
し
て
作
業
を
お

願
い
し
ま
す
。

　◎
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会

平
成
二
十
八
年
一
月

二
十
六
日（
火
）

北
部
事
務
所
会
議
室

　
家
事
援
助
・
育
児

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
る
会
員
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま

ず
南
部
事
務
所
佐
々

木
主
査
か
ら
家
事
援

助
の
現
況
と
就
業
に

係
る
注
意
事
項
等
に

つ
い
て
の
講
義
が
あ

り
、
続
い
て
、
北
部

事
務
所
職
員
の
家
事
援
助
等
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は「
各
事
務
所
の
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
仲
間
の
抱
え
る
生
の
声
が
聞
け
、
ま
た
話

し
合
う
こ
と
も
で
き
、
今
後
の
対
応
に
参
考
に
な
る
大
変

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。」
な
ど
の
ご
意
見
も
頂
き
、
会

員
の
不
安
も
和
ら
ぎ
前
向
き
に
業
務
に
携
わ
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
意
欲
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
実
り
あ
る
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

　◎
第
三
回
北
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　北
部
事
務
所
会
議
室

　
今
回
は
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告
と
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
活
動

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施
と
し
て
、
多
摩
区
及
び

麻
生
区
の
地
域
に
つ
い
て
、
各
地
域
班
の
班
長
及
び
副
班

長
が
受
注
開
拓
・
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を
会
員
十
名
で
一

人
あ
た
り
六
百
枚
、
総
数
六
千
枚
を
配
布
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
効
果
は
て
き
め

ん
で
チ
ラ
シ
を
見

て
、植
木
の
剪
定
、

除
草
、家
事
援
助
・

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
地
域
サ

ポ
ー
ト
等
の
申
込

み
及
び
会
員
登
録

に
関
す
る
問
合
せ

が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構

　
　
①
シ
ル
バ
ー
は
専
門
用
具
や
専
門
技
術
を
取
得
し

た
プ
ロ
で
は
な
い
。

　
　
②
依
頼
さ
れ
た
時
間
内
に
誠
実
に
一
生
懸
命
実
行

し
、
発
注
者
に
伝
わ
る
よ
う
努
力
を
す
る
。

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
　
①
乾
い
た
汚
れ
は
濡
ら
し
て
お
く
。
壁
等
の
汚
れ

は
事
前
に
泡
状
の
洗
剤
を
塗
布
し
て
お
く
。

　
　
②
し
ば
ら
く
時
間
を
お
い
て
、
汚
れ
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
部
分
を
拭
く
。

　
　
③
一
度
で
全
部
を
綺
麗
に
し
よ
う
と
せ
ず
、 

①
と

②
を
根
気
よ
く
繰
り
返
し
行
な
う
。

　
　
④
積
み
重
な
っ
た
過
去
の
汚
れ
を
綺
麗
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
際
は
、
お
客
様
の

備
品
を
傷
つ
け
た
り
、
壊
し
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
る
の
で
無
理
し
て
行
わ
ず
業
者
を
勧
め
る
。



熱心に講義を聞く会員

講師「響城れい氏」

作業のポイント
作業のポイント

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
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1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

（４）

◎
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｗ
‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
代

表
の
ひ
び響 

き城 

れ
い
氏

を
講
師
に
お
招
き

し
、
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
講
習

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
三
十
一
名
と

い
う
会
員
の
参
加

の
多
さ
か
ら
も
、

家
庭
内
清
掃
に
対

す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
全
員
の

自
己
紹
介
か
ら
始

ま
り
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
講
師
か
ら

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構
え

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
話
を
聞
い
て
、
会
員
か
ら
は
「
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
仕
事
に
役
立
て

た
い
」
等
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
ま
た
開
催
の

機
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
南
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
へ
の
参
加
や
、
チ
ラ

シ
配
布
活
動
等
、
地
域
班
活
動
に
関
す
る
報
告
、
三
月
実

施
の
チ
ラ
シ
配
布
活
動
の
打
合
せ
、
及
び
平
成
二
十
八
年

度
に
向
け
た
活
動
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
林
田
会
員
（
川
崎
区
西
　
班
長
）、
梶
会
員
（
幸

区
西
　
班
長
）、
平
野
会
員
（
川
崎
区
北
　
副
班
長
）
が
、

三
月
末
を
も
っ
て
退
任
と
な
り
ま
す
。所
長
よ
り
三
名
に
、

長
年
に
渡
る
地
域
班
活
動
へ
の
尽
力
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
送
ら
れ
、
併
せ
て
、
引
き
続
き
地
域
班
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
く
会
員
に
は
「
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
南
部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故
発
生
状
況
報
告
と
安
全
・
適

正
就
業
巡
回
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
対
策
委
員
、
対
策
員
及
び
職
員
が
巡
回
し
た

の
は
、
植
木
剪
定
作
業
と
除
草
作
業
の
二
ケ
所
で
し
た
。

ど
ち
ら
も
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
の
も
と
安
全
か
つ
適
正
な
就

業
に
努
め
て
い
た
と
の
評
価
で
し
た
が
、
近
年
、「
指
差

呼
称
」
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
全
に
対
す

る
意
識
の
維
持
向
上
と
い
う
意
味
で
は
、「
細
か
く
確
認

を
す
る
習
慣
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
意
見
も
踏
ま
え
平
成
二
十
八
年
度
実

施
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
四
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
高
津
、
宮
前
区
で
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
業
務
に
携

わ
る
会
員
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
場
は
会
員
の
一
人
職
場
で
、
相
談
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
悩
み
や
就
業
上
の
疑
問
を
抱
え
る
会
員
か

ら
現
状
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
他
の
会
員
か
ら
は
経
験
な

ど
を
踏
ま
え
た
対
応
等
の
話
が
あ
り
、
皆
さ
ん
で
意
見
交

換
を
行
い
、
現
場
の
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◎
中
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
活
動
及
び
チ
ラ
シ
配

布
等
の
報
告
と
総
括
に
続
き
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
務

所
事
業
の
確
認
及
び
配
布
活
動
に
お
け
る
地
区
分
担
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全・適
正
就
業
対
策
会
議
及
び
巡
回

　就
業
現
場
巡
回
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　会
議
及
び
巡
回
　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日（
水
）

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故

発
生
状
況
と
実
施
事
業
の
報

告
等
対
策
事
業
の
総
括
を
行

う
と
と
も
に
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
会
議
後
マ

ン
シ
ョ
ン
清
掃
の
就
業
場
所

を
巡
回
し
、
適
正
・
安
全
就

業
に
関
し
て
就
業
会
員
と
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　◎
安
全
就
業
対
策
・
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　麻
生
区
内
マ
ン
シ
ョ
ン

　
今
回
は
麻
生
区
内
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
現
場
の
巡

回
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。
四
階
建
て
マ

ン
シ
ョ
ン
の
廊
下
や

階
段
等
の
共
有
部
分

を
一
名
の
会
員
が
清

掃
作
業
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
作
業
前
の
道
具
の

整
理
整
頓
も
良
く
出

来
て
お
り
、
ま
た

滑
っ
て
転
倒
し
な
い

よ
う
足
元
の
安
全
確

保
に
も
努
め
て
い
る

な
ど
安
全
就
業
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
安
全
に
留
意
し
て
作
業
を
お

願
い
し
ま
す
。

　◎
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会

平
成
二
十
八
年
一
月

二
十
六
日（
火
）

北
部
事
務
所
会
議
室

　
家
事
援
助
・
育
児

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
る
会
員
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま

ず
南
部
事
務
所
佐
々

木
主
査
か
ら
家
事
援

助
の
現
況
と
就
業
に

係
る
注
意
事
項
等
に

つ
い
て
の
講
義
が
あ

り
、
続
い
て
、
北
部

事
務
所
職
員
の
家
事
援
助
等
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は「
各
事
務
所
の
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
仲
間
の
抱
え
る
生
の
声
が
聞
け
、
ま
た
話

し
合
う
こ
と
も
で
き
、
今
後
の
対
応
に
参
考
に
な
る
大
変

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。」
な
ど
の
ご
意
見
も
頂
き
、
会

員
の
不
安
も
和
ら
ぎ
前
向
き
に
業
務
に
携
わ
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
意
欲
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
実
り
あ
る
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

　◎
第
三
回
北
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　北
部
事
務
所
会
議
室

　
今
回
は
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告
と
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
活
動

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施
と
し
て
、
多
摩
区
及
び

麻
生
区
の
地
域
に
つ
い
て
、
各
地
域
班
の
班
長
及
び
副
班

長
が
受
注
開
拓
・
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を
会
員
十
名
で
一

人
あ
た
り
六
百
枚
、
総
数
六
千
枚
を
配
布
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
効
果
は
て
き
め

ん
で
チ
ラ
シ
を
見

て
、植
木
の
剪
定
、

除
草
、家
事
援
助
・

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
地
域
サ

ポ
ー
ト
等
の
申
込

み
及
び
会
員
登
録

に
関
す
る
問
合
せ

が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構

　
　
①
シ
ル
バ
ー
は
専
門
用
具
や
専
門
技
術
を
取
得
し

た
プ
ロ
で
は
な
い
。

　
　
②
依
頼
さ
れ
た
時
間
内
に
誠
実
に
一
生
懸
命
実
行

し
、
発
注
者
に
伝
わ
る
よ
う
努
力
を
す
る
。

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
　
①
乾
い
た
汚
れ
は
濡
ら
し
て
お
く
。
壁
等
の
汚
れ

は
事
前
に
泡
状
の
洗
剤
を
塗
布
し
て
お
く
。

　
　
②
し
ば
ら
く
時
間
を
お
い
て
、
汚
れ
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
部
分
を
拭
く
。

　
　
③
一
度
で
全
部
を
綺
麗
に
し
よ
う
と
せ
ず
、 

①
と

②
を
根
気
よ
く
繰
り
返
し
行
な
う
。

　
　
④
積
み
重
な
っ
た
過
去
の
汚
れ
を
綺
麗
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
際
は
、
お
客
様
の

備
品
を
傷
つ
け
た
り
、
壊
し
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
る
の
で
無
理
し
て
行
わ
ず
業
者
を
勧
め
る
。

安全・適性就業対策会議の様子

安全就業対策・巡回指導の様子真摯に和やかに進む懇談会

就業場所巡回の様子（2/18 放置自転車対策）

就業場所巡回の様子（3/30 マンション清掃）
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☎
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北
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☎
9
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―
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3
1

（５）

◎
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｗ
‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
代

表
の
ひ
び響 

き城 

れ
い
氏

を
講
師
に
お
招
き

し
、
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
講
習

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
三
十
一
名
と

い
う
会
員
の
参
加

の
多
さ
か
ら
も
、

家
庭
内
清
掃
に
対

す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
全
員
の

自
己
紹
介
か
ら
始

ま
り
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
講
師
か
ら

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構
え

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
話
を
聞
い
て
、
会
員
か
ら
は
「
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
仕
事
に
役
立
て

た
い
」
等
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
ま
た
開
催
の

機
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
南
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
へ
の
参
加
や
、
チ
ラ

シ
配
布
活
動
等
、
地
域
班
活
動
に
関
す
る
報
告
、
三
月
実

施
の
チ
ラ
シ
配
布
活
動
の
打
合
せ
、
及
び
平
成
二
十
八
年

度
に
向
け
た
活
動
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
林
田
会
員
（
川
崎
区
西
　
班
長
）、
梶
会
員
（
幸

区
西
　
班
長
）、
平
野
会
員
（
川
崎
区
北
　
副
班
長
）
が
、

三
月
末
を
も
っ
て
退
任
と
な
り
ま
す
。所
長
よ
り
三
名
に
、

長
年
に
渡
る
地
域
班
活
動
へ
の
尽
力
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
送
ら
れ
、
併
せ
て
、
引
き
続
き
地
域
班
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
く
会
員
に
は
「
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
南
部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故
発
生
状
況
報
告
と
安
全
・
適

正
就
業
巡
回
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
対
策
委
員
、
対
策
員
及
び
職
員
が
巡
回
し
た

の
は
、
植
木
剪
定
作
業
と
除
草
作
業
の
二
ケ
所
で
し
た
。

ど
ち
ら
も
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
の
も
と
安
全
か
つ
適
正
な
就

業
に
努
め
て
い
た
と
の
評
価
で
し
た
が
、
近
年
、「
指
差

呼
称
」
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
全
に
対
す

る
意
識
の
維
持
向
上
と
い
う
意
味
で
は
、「
細
か
く
確
認

を
す
る
習
慣
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
意
見
も
踏
ま
え
平
成
二
十
八
年
度
実

施
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
四
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
高
津
、
宮
前
区
で
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
業
務
に
携

わ
る
会
員
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
場
は
会
員
の
一
人
職
場
で
、
相
談
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
悩
み
や
就
業
上
の
疑
問
を
抱
え
る
会
員
か

ら
現
状
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
他
の
会
員
か
ら
は
経
験
な

ど
を
踏
ま
え
た
対
応
等
の
話
が
あ
り
、
皆
さ
ん
で
意
見
交

換
を
行
い
、
現
場
の
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◎
中
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
活
動
及
び
チ
ラ
シ
配

布
等
の
報
告
と
総
括
に
続
き
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
務

所
事
業
の
確
認
及
び
配
布
活
動
に
お
け
る
地
区
分
担
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全・適
正
就
業
対
策
会
議
及
び
巡
回

　就
業
現
場
巡
回
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　会
議
及
び
巡
回
　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日（
水
）

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故

発
生
状
況
と
実
施
事
業
の
報

告
等
対
策
事
業
の
総
括
を
行

う
と
と
も
に
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
会
議
後
マ

ン
シ
ョ
ン
清
掃
の
就
業
場
所

を
巡
回
し
、
適
正
・
安
全
就

業
に
関
し
て
就
業
会
員
と
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　◎
安
全
就
業
対
策
・
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　麻
生
区
内
マ
ン
シ
ョ
ン

　
今
回
は
麻
生
区
内
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
現
場
の
巡

回
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。
四
階
建
て
マ

ン
シ
ョ
ン
の
廊
下
や

階
段
等
の
共
有
部
分

を
一
名
の
会
員
が
清

掃
作
業
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
作
業
前
の
道
具
の

整
理
整
頓
も
良
く
出

来
て
お
り
、
ま
た

滑
っ
て
転
倒
し
な
い

よ
う
足
元
の
安
全
確

保
に
も
努
め
て
い
る

な
ど
安
全
就
業
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
安
全
に
留
意
し
て
作
業
を
お

願
い
し
ま
す
。

　◎
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会

平
成
二
十
八
年
一
月

二
十
六
日（
火
）

北
部
事
務
所
会
議
室

　
家
事
援
助
・
育
児

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
る
会
員
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま

ず
南
部
事
務
所
佐
々

木
主
査
か
ら
家
事
援

助
の
現
況
と
就
業
に

係
る
注
意
事
項
等
に

つ
い
て
の
講
義
が
あ

り
、
続
い
て
、
北
部

事
務
所
職
員
の
家
事
援
助
等
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は「
各
事
務
所
の
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
仲
間
の
抱
え
る
生
の
声
が
聞
け
、
ま
た
話

し
合
う
こ
と
も
で
き
、
今
後
の
対
応
に
参
考
に
な
る
大
変

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。」
な
ど
の
ご
意
見
も
頂
き
、
会

員
の
不
安
も
和
ら
ぎ
前
向
き
に
業
務
に
携
わ
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
意
欲
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
実
り
あ
る
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

　◎
第
三
回
北
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　北
部
事
務
所
会
議
室

　
今
回
は
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告
と
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
活
動

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施
と
し
て
、
多
摩
区
及
び

麻
生
区
の
地
域
に
つ
い
て
、
各
地
域
班
の
班
長
及
び
副
班

長
が
受
注
開
拓
・
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を
会
員
十
名
で
一

人
あ
た
り
六
百
枚
、
総
数
六
千
枚
を
配
布
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
効
果
は
て
き
め

ん
で
チ
ラ
シ
を
見

て
、植
木
の
剪
定
、

除
草
、家
事
援
助
・

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
地
域
サ

ポ
ー
ト
等
の
申
込

み
及
び
会
員
登
録

に
関
す
る
問
合
せ

が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構

　
　
①
シ
ル
バ
ー
は
専
門
用
具
や
専
門
技
術
を
取
得
し

た
プ
ロ
で
は
な
い
。

　
　
②
依
頼
さ
れ
た
時
間
内
に
誠
実
に
一
生
懸
命
実
行

し
、
発
注
者
に
伝
わ
る
よ
う
努
力
を
す
る
。

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
　
①
乾
い
た
汚
れ
は
濡
ら
し
て
お
く
。
壁
等
の
汚
れ

は
事
前
に
泡
状
の
洗
剤
を
塗
布
し
て
お
く
。

　
　
②
し
ば
ら
く
時
間
を
お
い
て
、
汚
れ
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
部
分
を
拭
く
。

　
　
③
一
度
で
全
部
を
綺
麗
に
し
よ
う
と
せ
ず
、 

①
と

②
を
根
気
よ
く
繰
り
返
し
行
な
う
。

　
　
④
積
み
重
な
っ
た
過
去
の
汚
れ
を
綺
麗
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
際
は
、
お
客
様
の

備
品
を
傷
つ
け
た
り
、
壊
し
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
る
の
で
無
理
し
て
行
わ
ず
業
者
を
勧
め
る
。



PR活動を検討するメンバー

熱 中 症 の 予 防 に つ い て
　熱中症のピークは７月から８月です。特に65歳以上の高齢者に多く発症しています。

熱中症の症状
○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い
○頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う

※重症になると、
○返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い

※就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努めましょう。

●「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
●「十分な水分と適度な塩分」「経口補水液」を摂取しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしま
しょう。
●通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用しましょう。保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、か
らだを冷やしましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

～熱中症の応急手当～
日陰など涼しい場所へ移動し、衣服をゆるめ、うちわ等で
風で体を冷やし、安静にして、水分を補給してください。
脇の下、太もものつけねを冷やすのも効果的です。

自分で水が飲めない、強い倦怠感や痙攣で動けない場合は熱中症の疑いがあります。
ためわらずに医療機関へかかりましょう。

　室内でも発症する場合があります。夏期の節電を意識しすぎるあまり、健康を害することのないよう
ご注意ください。

（６）

◎
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｗ
‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
代

表
の
ひ
び響 

き城 

れ
い
氏

を
講
師
に
お
招
き

し
、
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
講
習

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
三
十
一
名
と

い
う
会
員
の
参
加

の
多
さ
か
ら
も
、

家
庭
内
清
掃
に
対

す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
全
員
の

自
己
紹
介
か
ら
始

ま
り
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
講
師
か
ら

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構
え

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
話
を
聞
い
て
、
会
員
か
ら
は
「
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
仕
事
に
役
立
て

た
い
」
等
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
ま
た
開
催
の

機
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
南
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
へ
の
参
加
や
、
チ
ラ

シ
配
布
活
動
等
、
地
域
班
活
動
に
関
す
る
報
告
、
三
月
実

施
の
チ
ラ
シ
配
布
活
動
の
打
合
せ
、
及
び
平
成
二
十
八
年

度
に
向
け
た
活
動
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
林
田
会
員
（
川
崎
区
西
　
班
長
）、
梶
会
員
（
幸

区
西
　
班
長
）、
平
野
会
員
（
川
崎
区
北
　
副
班
長
）
が
、

三
月
末
を
も
っ
て
退
任
と
な
り
ま
す
。所
長
よ
り
三
名
に
、

長
年
に
渡
る
地
域
班
活
動
へ
の
尽
力
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
送
ら
れ
、
併
せ
て
、
引
き
続
き
地
域
班
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
く
会
員
に
は
「
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
南
部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故
発
生
状
況
報
告
と
安
全
・
適

正
就
業
巡
回
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
対
策
委
員
、
対
策
員
及
び
職
員
が
巡
回
し
た

の
は
、
植
木
剪
定
作
業
と
除
草
作
業
の
二
ケ
所
で
し
た
。

ど
ち
ら
も
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
の
も
と
安
全
か
つ
適
正
な
就

業
に
努
め
て
い
た
と
の
評
価
で
し
た
が
、
近
年
、「
指
差

呼
称
」
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
全
に
対
す

る
意
識
の
維
持
向
上
と
い
う
意
味
で
は
、「
細
か
く
確
認

を
す
る
習
慣
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
意
見
も
踏
ま
え
平
成
二
十
八
年
度
実

施
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
四
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
高
津
、
宮
前
区
で
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
業
務
に
携

わ
る
会
員
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
場
は
会
員
の
一
人
職
場
で
、
相
談
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
悩
み
や
就
業
上
の
疑
問
を
抱
え
る
会
員
か

ら
現
状
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
他
の
会
員
か
ら
は
経
験
な

ど
を
踏
ま
え
た
対
応
等
の
話
が
あ
り
、
皆
さ
ん
で
意
見
交

換
を
行
い
、
現
場
の
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◎
中
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
活
動
及
び
チ
ラ
シ
配

布
等
の
報
告
と
総
括
に
続
き
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
務

所
事
業
の
確
認
及
び
配
布
活
動
に
お
け
る
地
区
分
担
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全・適
正
就
業
対
策
会
議
及
び
巡
回

　就
業
現
場
巡
回
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　会
議
及
び
巡
回
　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日（
水
）

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故

発
生
状
況
と
実
施
事
業
の
報

告
等
対
策
事
業
の
総
括
を
行

う
と
と
も
に
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
会
議
後
マ

ン
シ
ョ
ン
清
掃
の
就
業
場
所

を
巡
回
し
、
適
正
・
安
全
就

業
に
関
し
て
就
業
会
員
と
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　◎
安
全
就
業
対
策
・
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　麻
生
区
内
マ
ン
シ
ョ
ン

　
今
回
は
麻
生
区
内
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
現
場
の
巡

回
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。
四
階
建
て
マ

ン
シ
ョ
ン
の
廊
下
や

階
段
等
の
共
有
部
分

を
一
名
の
会
員
が
清

掃
作
業
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
作
業
前
の
道
具
の

整
理
整
頓
も
良
く
出

来
て
お
り
、
ま
た

滑
っ
て
転
倒
し
な
い

よ
う
足
元
の
安
全
確

保
に
も
努
め
て
い
る

な
ど
安
全
就
業
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
安
全
に
留
意
し
て
作
業
を
お

願
い
し
ま
す
。

　◎
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会

平
成
二
十
八
年
一
月

二
十
六
日（
火
）

北
部
事
務
所
会
議
室

　
家
事
援
助
・
育
児

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
る
会
員
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま

ず
南
部
事
務
所
佐
々

木
主
査
か
ら
家
事
援

助
の
現
況
と
就
業
に

係
る
注
意
事
項
等
に

つ
い
て
の
講
義
が
あ

り
、
続
い
て
、
北
部

事
務
所
職
員
の
家
事
援
助
等
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は「
各
事
務
所
の
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
仲
間
の
抱
え
る
生
の
声
が
聞
け
、
ま
た
話

し
合
う
こ
と
も
で
き
、
今
後
の
対
応
に
参
考
に
な
る
大
変

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。」
な
ど
の
ご
意
見
も
頂
き
、
会

員
の
不
安
も
和
ら
ぎ
前
向
き
に
業
務
に
携
わ
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
意
欲
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
実
り
あ
る
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

　◎
第
三
回
北
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　北
部
事
務
所
会
議
室

　
今
回
は
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告
と
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
活
動

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施
と
し
て
、
多
摩
区
及
び

麻
生
区
の
地
域
に
つ
い
て
、
各
地
域
班
の
班
長
及
び
副
班

長
が
受
注
開
拓
・
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を
会
員
十
名
で
一

人
あ
た
り
六
百
枚
、
総
数
六
千
枚
を
配
布
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
効
果
は
て
き
め

ん
で
チ
ラ
シ
を
見

て
、植
木
の
剪
定
、

除
草
、家
事
援
助
・

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
地
域
サ

ポ
ー
ト
等
の
申
込

み
及
び
会
員
登
録

に
関
す
る
問
合
せ

が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構

　
　
①
シ
ル
バ
ー
は
専
門
用
具
や
専
門
技
術
を
取
得
し

た
プ
ロ
で
は
な
い
。

　
　
②
依
頼
さ
れ
た
時
間
内
に
誠
実
に
一
生
懸
命
実
行

し
、
発
注
者
に
伝
わ
る
よ
う
努
力
を
す
る
。

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
　
①
乾
い
た
汚
れ
は
濡
ら
し
て
お
く
。
壁
等
の
汚
れ

は
事
前
に
泡
状
の
洗
剤
を
塗
布
し
て
お
く
。

　
　
②
し
ば
ら
く
時
間
を
お
い
て
、
汚
れ
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
部
分
を
拭
く
。

　
　
③
一
度
で
全
部
を
綺
麗
に
し
よ
う
と
せ
ず
、 

①
と

②
を
根
気
よ
く
繰
り
返
し
行
な
う
。

　
　
④
積
み
重
な
っ
た
過
去
の
汚
れ
を
綺
麗
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
際
は
、
お
客
様
の

備
品
を
傷
つ
け
た
り
、
壊
し
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
る
の
で
無
理
し
て
行
わ
ず
業
者
を
勧
め
る
。

　熱中症のピークは７月から８月です。特に65歳以上の高齢者に多く発症しています。

会 員 の 声

（７）

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
〜
③
い
ず
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
新
年
号
向
け
写
真
・
作
品
…
新
年
に
因
ん
だ
写
真

や
自
作
の
作
品
、
書
道
な
ど

　
②
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
様
子
や
経
験
談
な
ど
、
ま

た
は
、
趣
味
・
近
況
な
ど
約
３
０
０
字
程
度

　
③
写
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
を
添
え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
く
だ

さ
い
。

◆
送
り
先

　
〒
２
１
０
ー
０
０
２
６

　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

◆
投
稿・写
真
を
募
集
し
ま
す

ヨ
ガ
を
楽
し
み
な
が
ら

　南
部
事
務
所
　塩
入
　洋
子

　
私
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
家
事
援
助
の

お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
の
日
々
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
も
の
で
、
で
き
る
限
り
休
ま
ず
に
依
頼
者
の
役

に
立
て
る
よ
う
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
健
康
だ
と
気
づ
い

て
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
七
十
歳
で
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
ヨ
ガ
教
室
に
通
い
は
じ
め
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
先
生
か
ら
以
下
の
二
点
に
つ
い
て

た
び
た
び
教
え
ら
れ
、
今
で
は
座
右
の
銘
と
し
て

支
え
ら
れ
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
第
一
に
「
自
分
の
身
体
が
発
す
る
声
に
耳

を
澄
ま
す
こ
と
」
第
二
に
「
隣
の
人
と
比
べ
な
い

こ
と
」
で
す
。
こ
の
こ
と
で
、
い
つ
の
ま
に
か
自

分
自
身
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
老
い
た
ら

老
い
た
な
り
の
ペ
ー
ス
で
社
会
参
加
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
勇
気
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
今
流
行
の

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く

自
信
を
も
っ
て
高
齢
者
の
時
間
を
生
き
抜
い
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

私
の
健
康
法

中
部
事
務
所
　加
田
　善
久

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
、

ま
も
な
く
八
年
と
な
り
ま
す
。

　
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
就
業
先
で
八
年
間
、
こ
れ

ま
で
無
事
故
で
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
長
年
元

気
に
仕
事
を
続
け
る
た
め
に
は
、
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
に
私
は
自
分
流
の
健
康
法
と
し
て
次

の
こ
と
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
朝
目
覚
め
た
ら
布
団
か
ら
起
き
上
が
る
前
に
、

両
手
の
指
、
続
い
て
両
足
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い

ま
す
。
身
体
の
端
々
に
目
覚
め
よ
と
刺
激
を
与
え

て
か
ら
腹
筋
を
二
十
回
を
行
い
、
準
備
万
端
い
よ

い
よ
起
床
で
す
。

　
起
床
し
て
、
全
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
二
十
分
行

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
毎
日
三
六
五
日
欠
か
さ
ず

行
っ
て
い
ま
し
て
、私
の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
た
め
に
三
十
分
早
く
起
床
し
て
い
る
ほ
ど

で
す
。）

　
お
陰
様
で
、
医
者
い
ら
ず
、
薬
い
ら
ず
の
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
受
診
の
定
期
健
康
診
断

で
は
、学
生
時
代
に
は
取
っ
た
こ
と
の
な
い「
オ
ー

ル
Ａ
」
を
、
し
か
も
十
五
年
間
連
続
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
先
人
曰
く
「
早
起
き
は
・・
徳
」
で
す
ね
。

　
私
は
、
現
在
七
十
二
歳
で
す
が
、
次
の
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
ず
速
歩
で
す
。
一
般
の
人
よ
り
早
く

歩
け
ま
す
。
次
に
前
屈
で
す
。
膝
を
曲
げ
ず
に
前

屈
で
床
に
手
の
平
が
着
き
ま
す
。
そ
し
て
た
く
さ

ん
歩
け
ま
す
。毎
日
八
千
歩
以
上
歩
い
て
い
ま
す
。

　
私
の
健
康
法
は
、
私
の
事
故
防
止
法
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

け
れ
ば
、
皆
さ
ん
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



PR活動を検討するメンバー

熱 中 症 の 予 防 に つ い て
　熱中症のピークは７月から８月です。特に65歳以上の高齢者に多く発症しています。

熱中症の症状
○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い
○頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う

※重症になると、
○返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い

※就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努めましょう。

●「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
●「十分な水分と適度な塩分」「経口補水液」を摂取しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしま
しょう。
●通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用しましょう。保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、か
らだを冷やしましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

～熱中症の応急手当～
日陰など涼しい場所へ移動し、衣服をゆるめ、うちわ等で
風で体を冷やし、安静にして、水分を補給してください。
脇の下、太もものつけねを冷やすのも効果的です。

自分で水が飲めない、強い倦怠感や痙攣で動けない場合は熱中症の疑いがあります。
ためわらずに医療機関へかかりましょう。

　室内でも発症する場合があります。夏期の節電を意識しすぎるあまり、健康を害することのないよう
ご注意ください。

（６）

◎
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｗ
‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
代

表
の
ひ
び響 

き城 

れ
い
氏

を
講
師
に
お
招
き

し
、
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
講
習

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
三
十
一
名
と

い
う
会
員
の
参
加

の
多
さ
か
ら
も
、

家
庭
内
清
掃
に
対

す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
全
員
の

自
己
紹
介
か
ら
始

ま
り
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
講
師
か
ら

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構
え

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
話
を
聞
い
て
、
会
員
か
ら
は
「
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
仕
事
に
役
立
て

た
い
」
等
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
ま
た
開
催
の

機
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
南
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
へ
の
参
加
や
、
チ
ラ

シ
配
布
活
動
等
、
地
域
班
活
動
に
関
す
る
報
告
、
三
月
実

施
の
チ
ラ
シ
配
布
活
動
の
打
合
せ
、
及
び
平
成
二
十
八
年

度
に
向
け
た
活
動
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
林
田
会
員
（
川
崎
区
西
　
班
長
）、
梶
会
員
（
幸

区
西
　
班
長
）、
平
野
会
員
（
川
崎
区
北
　
副
班
長
）
が
、

三
月
末
を
も
っ
て
退
任
と
な
り
ま
す
。所
長
よ
り
三
名
に
、

長
年
に
渡
る
地
域
班
活
動
へ
の
尽
力
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
送
ら
れ
、
併
せ
て
、
引
き
続
き
地
域
班
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
く
会
員
に
は
「
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
南
部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故
発
生
状
況
報
告
と
安
全
・
適

正
就
業
巡
回
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
対
策
委
員
、
対
策
員
及
び
職
員
が
巡
回
し
た

の
は
、
植
木
剪
定
作
業
と
除
草
作
業
の
二
ケ
所
で
し
た
。

ど
ち
ら
も
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
の
も
と
安
全
か
つ
適
正
な
就

業
に
努
め
て
い
た
と
の
評
価
で
し
た
が
、
近
年
、「
指
差

呼
称
」
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
全
に
対
す

る
意
識
の
維
持
向
上
と
い
う
意
味
で
は
、「
細
か
く
確
認

を
す
る
習
慣
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
意
見
も
踏
ま
え
平
成
二
十
八
年
度
実

施
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
四
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
高
津
、
宮
前
区
で
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
業
務
に
携

わ
る
会
員
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
場
は
会
員
の
一
人
職
場
で
、
相
談
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
悩
み
や
就
業
上
の
疑
問
を
抱
え
る
会
員
か

ら
現
状
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
他
の
会
員
か
ら
は
経
験
な

ど
を
踏
ま
え
た
対
応
等
の
話
が
あ
り
、
皆
さ
ん
で
意
見
交

換
を
行
い
、
現
場
の
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◎
中
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　中
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
務
所
事
業
活
動
及
び
チ
ラ
シ
配

布
等
の
報
告
と
総
括
に
続
き
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
務

所
事
業
の
確
認
及
び
配
布
活
動
に
お
け
る
地
区
分
担
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全・適
正
就
業
対
策
会
議
及
び
巡
回

　就
業
現
場
巡
回
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日（
木
）

　会
議
及
び
巡
回
　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日（
水
）

　
平
成
二
十
七
年
度
の
事
故

発
生
状
況
と
実
施
事
業
の
報

告
等
対
策
事
業
の
総
括
を
行

う
と
と
も
に
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
会
議
後
マ

ン
シ
ョ
ン
清
掃
の
就
業
場
所

を
巡
回
し
、
適
正
・
安
全
就

業
に
関
し
て
就
業
会
員
と
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　◎
安
全
就
業
対
策
・
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　麻
生
区
内
マ
ン
シ
ョ
ン

　
今
回
は
麻
生
区
内
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
現
場
の
巡

回
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。
四
階
建
て
マ

ン
シ
ョ
ン
の
廊
下
や

階
段
等
の
共
有
部
分

を
一
名
の
会
員
が
清

掃
作
業
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
作
業
前
の
道
具
の

整
理
整
頓
も
良
く
出

来
て
お
り
、
ま
た

滑
っ
て
転
倒
し
な
い

よ
う
足
元
の
安
全
確

保
に
も
努
め
て
い
る

な
ど
安
全
就
業
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
安
全
に
留
意
し
て
作
業
を
お

願
い
し
ま
す
。

　◎
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会

平
成
二
十
八
年
一
月

二
十
六
日（
火
）

北
部
事
務
所
会
議
室

　
家
事
援
助
・
育
児

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
る
会
員
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま

ず
南
部
事
務
所
佐
々

木
主
査
か
ら
家
事
援

助
の
現
況
と
就
業
に

係
る
注
意
事
項
等
に

つ
い
て
の
講
義
が
あ

り
、
続
い
て
、
北
部

事
務
所
職
員
の
家
事
援
助
等
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は「
各
事
務
所
の
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
仲
間
の
抱
え
る
生
の
声
が
聞
け
、
ま
た
話

し
合
う
こ
と
も
で
き
、
今
後
の
対
応
に
参
考
に
な
る
大
変

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。」
な
ど
の
ご
意
見
も
頂
き
、
会

員
の
不
安
も
和
ら
ぎ
前
向
き
に
業
務
に
携
わ
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
意
欲
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
実
り
あ
る
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

　◎
第
三
回
北
部
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　北
部
事
務
所
会
議
室

　
今
回
は
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告
と
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
活
動

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施
と
し
て
、
多
摩
区
及
び

麻
生
区
の
地
域
に
つ
い
て
、
各
地
域
班
の
班
長
及
び
副
班

長
が
受
注
開
拓
・
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を
会
員
十
名
で
一

人
あ
た
り
六
百
枚
、
総
数
六
千
枚
を
配
布
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
効
果
は
て
き
め

ん
で
チ
ラ
シ
を
見

て
、植
木
の
剪
定
、

除
草
、家
事
援
助
・

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
地
域
サ

ポ
ー
ト
等
の
申
込

み
及
び
会
員
登
録

に
関
す
る
問
合
せ

が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　⑴
清
掃
に
取
り
組
む
際
の
心
構

　
　
①
シ
ル
バ
ー
は
専
門
用
具
や
専
門
技
術
を
取
得
し

た
プ
ロ
で
は
な
い
。

　
　
②
依
頼
さ
れ
た
時
間
内
に
誠
実
に
一
生
懸
命
実
行

し
、
発
注
者
に
伝
わ
る
よ
う
努
力
を
す
る
。

　⑵
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点

　
　
①
乾
い
た
汚
れ
は
濡
ら
し
て
お
く
。
壁
等
の
汚
れ

は
事
前
に
泡
状
の
洗
剤
を
塗
布
し
て
お
く
。

　
　
②
し
ば
ら
く
時
間
を
お
い
て
、
汚
れ
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
部
分
を
拭
く
。

　
　
③
一
度
で
全
部
を
綺
麗
に
し
よ
う
と
せ
ず
、 

①
と

②
を
根
気
よ
く
繰
り
返
し
行
な
う
。

　
　
④
積
み
重
な
っ
た
過
去
の
汚
れ
を
綺
麗
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
際
は
、
お
客
様
の

備
品
を
傷
つ
け
た
り
、
壊
し
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
る
の
で
無
理
し
て
行
わ
ず
業
者
を
勧
め
る
。

会 員 の 声

（７）

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
〜
③
い
ず
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
新
年
号
向
け
写
真
・
作
品
…
新
年
に
因
ん
だ
写
真

や
自
作
の
作
品
、
書
道
な
ど

　
②
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
様
子
や
経
験
談
な
ど
、
ま

た
は
、
趣
味
・
近
況
な
ど
約
３
０
０
字
程
度

　
③
写
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
を
添
え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
く
だ

さ
い
。

◆
送
り
先

　
〒
２
１
０
ー
０
０
２
６

　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

◆
投
稿・写
真
を
募
集
し
ま
す

ヨ
ガ
を
楽
し
み
な
が
ら

　南
部
事
務
所
　塩
入
　洋
子

　
私
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
家
事
援
助
の

お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
の
日
々
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
も
の
で
、
で
き
る
限
り
休
ま
ず
に
依
頼
者
の
役

に
立
て
る
よ
う
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
健
康
だ
と
気
づ
い

て
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
七
十
歳
で
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
ヨ
ガ
教
室
に
通
い
は
じ
め
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
先
生
か
ら
以
下
の
二
点
に
つ
い
て

た
び
た
び
教
え
ら
れ
、
今
で
は
座
右
の
銘
と
し
て

支
え
ら
れ
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
第
一
に
「
自
分
の
身
体
が
発
す
る
声
に
耳

を
澄
ま
す
こ
と
」
第
二
に
「
隣
の
人
と
比
べ
な
い

こ
と
」
で
す
。
こ
の
こ
と
で
、
い
つ
の
ま
に
か
自

分
自
身
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
老
い
た
ら

老
い
た
な
り
の
ペ
ー
ス
で
社
会
参
加
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
勇
気
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
今
流
行
の

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く

自
信
を
も
っ
て
高
齢
者
の
時
間
を
生
き
抜
い
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

私
の
健
康
法

中
部
事
務
所
　加
田
　善
久

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
、

ま
も
な
く
八
年
と
な
り
ま
す
。

　
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
就
業
先
で
八
年
間
、
こ
れ

ま
で
無
事
故
で
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
長
年
元

気
に
仕
事
を
続
け
る
た
め
に
は
、
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
に
私
は
自
分
流
の
健
康
法
と
し
て
次

の
こ
と
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
朝
目
覚
め
た
ら
布
団
か
ら
起
き
上
が
る
前
に
、

両
手
の
指
、
続
い
て
両
足
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い

ま
す
。
身
体
の
端
々
に
目
覚
め
よ
と
刺
激
を
与
え

て
か
ら
腹
筋
を
二
十
回
を
行
い
、
準
備
万
端
い
よ

い
よ
起
床
で
す
。

　
起
床
し
て
、
全
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
二
十
分
行

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
毎
日
三
六
五
日
欠
か
さ
ず

行
っ
て
い
ま
し
て
、私
の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
た
め
に
三
十
分
早
く
起
床
し
て
い
る
ほ
ど

で
す
。）

　
お
陰
様
で
、
医
者
い
ら
ず
、
薬
い
ら
ず
の
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
受
診
の
定
期
健
康
診
断

で
は
、学
生
時
代
に
は
取
っ
た
こ
と
の
な
い「
オ
ー

ル
Ａ
」
を
、
し
か
も
十
五
年
間
連
続
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
先
人
曰
く
「
早
起
き
は
・・
徳
」
で
す
ね
。

　
私
は
、
現
在
七
十
二
歳
で
す
が
、
次
の
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
ず
速
歩
で
す
。
一
般
の
人
よ
り
早
く

歩
け
ま
す
。
次
に
前
屈
で
す
。
膝
を
曲
げ
ず
に
前

屈
で
床
に
手
の
平
が
着
き
ま
す
。
そ
し
て
た
く
さ

ん
歩
け
ま
す
。毎
日
八
千
歩
以
上
歩
い
て
い
ま
す
。

　
私
の
健
康
法
は
、
私
の
事
故
防
止
法
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

け
れ
ば
、
皆
さ
ん
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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平成28年度　収支予算書

平
成
二
十
七
年
度
第
三
回 

定
時
理
事
会
の
開
催

（１）

　　 理事会

予算額

1,369,000,000

168,068,000

1,200,000

1,000,000

47,000

72,000

69,383,000

1,000

5,000

1,608,776,000

0

0

65,000,000

65,000,000

1,608,841,000

前年度予算額

1,337,000,000

1,617,731,000

1,053,000

1,000,000

47,000

42,000

71,872,000

1,000

5,000

1,572,751,000

0

0

65,000,000

65,000,000

1,579,251,000

増　減

32,000,000

6,337,000

147,000

0

0

30,000

▲ 2,489,000

0

0

36,025,000

0

0

0

0

36,025,000

収入の部

科　　目

受 託 事 業 収 益

葬祭場管理運営事業収益

労働者派遣事業等受取収益

受取会員登録手数料

基 本 財 産 運 用 益

特 定 資 産 運 用 益

受 取 補 助 金

受 取 寄 付 金

雑 収 益

経 常 収 益 計

特定資産取崩収入

投 資 活 動 収 入 計

借 入 金 収 入

財 務 活 動 収 入

収 入 の 部 合 計

予算額

1,578,530,000

30,246,000

1,608,776,000

8,021,000

8,021,000

65,000,000

66,568,000

1,608,841,000

0

0

0

前年度予算額

1,535,777,000

36,974,000

1,572,751,000

3,470,000

3,470,000

65,000,000

65,000,000

1,572,751,000

0

0

0

予　算

42,753,000

▲ 6,728,000

36,025,000

4,551,000

4,551,000

0

1,568,000

36,025,000

0

0

0

支出の部

科　　目

事 業 費

管 理 費

経 常 費 用 計

特定資産取得支出

投 資 活 動 支 出 計

借 入 金 返 済 支 出

財 務 活 動 支 出 計

支 出 の 部 計

当 期 収 支 差 額

前 期 繰 越 収 支 差 額

次 期 収 支 差 額

　
去
る
三
月
二
十
四

日
、
平
成
二
十
七
年

度
第
三
回
定
時
理
事

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
議
案
は
「
平
成

二
十
七
年
度
補
正
予

算
に
つ
い
て
」「
平

成
二
十
八
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算

の
承
認
に
つ
い
て
」

「
平
成
二
十
八
年
度

川
崎
信
用
金
庫
短
期
借
入
金
契
約
に
つ
い
て
」

の
三
件
、
審
議
の
結
果
、
全
て
全
会
一
致
で
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算

　
　
平
成
二
十
七
年
度
事
業
は
当
初
計
画
を
超

え
て
事
業
拡
大
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
伴
う
事
業
費
に
つ
い
て
補
正
予
算
を
組
ん

だ
も
の
で
す
。

◦
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に

つ
い
て

　
　
こ
こ
数
年
の
事
業
実
績
を
踏
ま
え
ま
し

て
、
収
入
面
で
は
配
分
金
収
入
、
事
業
費
収

入
の
増
額
を
、
ま
た
、
支
出
面
で
は
事
業
費

増
に
伴
う
配
分
金
支
出
及
び
経
費
の
増
加
を

見
込
ん
だ
も
の
で
す
。
な
お
、
経
費
に
つ
い

て
は
、
極
力
削
減
す
る
方
針
の
も
と
内
部
努

力
を
徹
底
し
て
お
り
ま
す
。

◦
平
成
二
十
八
年
度
川
崎
信
用
金
庫
短
期
借
入

金
契
約
に
つ
い
て

　
　
平
成
二
十
七
年
度
同
様
、
事
業
拡
大
に
対

応
し
た
運
転
資
金
の
安
全
策
と
し
て
短
期
借

入
契
約
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
二
年
目

を
迎
え
る
「
第
二
期
基
本
計
画
」
の
着
実
な
遂

行
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
ま
く
社
会
情

勢
や
経
済
状
況
等
に
、
柔
軟
に
対
応
し
た
事
業

展
開
を
図
る
な
ど
適
切
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
川
崎
市
か
ら
指
定
管
理
者
の
指
定
を

受
け
、
三
年
目
を
迎
え
る
「
か
わ
さ
き
南
部
斎

苑
」及
び「
か
わ
さ
き
北
部
斎
苑
」に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
安
全
で
安
定
的
な
葬
祭
場
事
業
運
営

等
に
努
め
ま
す
。

　

基
本
方
針

◦
公
益
目
的
事
業
一

　（シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
）

　
１
　
会
員
の
増
強
と
育
成

　
２
　
就
業
機
会
の
拡
大
・
受
注
開
拓

　
３
　
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

　
４
　
事
業
推
進
体
制
の
強
化

　
５
　
第
二
期
基
本
計
画
の
推
進
及
び
事
業
計

画
目
標
の
的
確
な
進
行
管
理

◦
公
益
目
的
事
業
二
（
葬
祭
場
運
営
事
業
）

　
１
　
公
衆
衛
生
の
向
上
と
公
共
葬
祭
場
と
し

て
の
公
平
性
の
確
保

　
２
　
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
３
　
適
正
な
業
務
の
遂
行
と
効
率
的
な
事
業

運
営

　
４
　
か
わ
さ
き
北
部
斎
苑
大
規
模
改
修
工
事

中
に
お
け
る
安
全
管
理
運
営

　
平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算

　　
平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
、「
第

二
期
基
本
計
画
」
の
着
実
な
進
行
と
セ
ン
タ
ー

を
取
り
ま
く
社
会
経
済
状
況
等
を
勘
案
し
編
成

し
ま
し
た
。
歳
入
の
受
託
事
業
収
益
で
は
前
々

年
度
、
前
年
度
の
契
約
実
績
の
上
昇
推
移
等
を

検
証
し
編
成
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
歳
出
は
、
過
去
の
執
行
状
況
を
精
査
し

必
要
な
経
費
に
つ
い
て
も
適
正
な
範
囲
を
求
め

削
減
で
き
る
も
の
は
極
力
抑
制
し
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
る
な
ど
引
き
続
き
効
率
的
効
果

的
な
財
団
運
営
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
収
支
予
算
の
主
な
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

就業している会員の皆さん

マニュアルに従い陳列する会員

綺
麗
な
一
流
店
舗
で
働
く

　
　
　
　心
意
気
と
喜
び

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（８）

　
今
回
の
取
材
は
、Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
と
直
結
す
る
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
の
一
階
に
あ
る
「
無

印
良
品
」
様
で
す
。

　
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
は
、
開
業
以
来
順
調
に
発
展
を
続
け
、

今
年
で
十
周
年
と
な
り
ま
す
が
、
訪
問
先
の
「
無
印
良
品
」

様
も
創
業
以
来
、
飛
躍
的
な
発
展
を
続
け
今
や
国
内
外
で

四
百
店
舗
近
く
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
発
展
を
続
け
る
一
流
企
業
で
は
、
シ
ル
バ
ー

会
員
に
特
別
な
働
き
方
を
求
め
て
い
る
の
で
は
と
思
い
、

訪
問
早
々
ま
ず
白
幡
店
長
か
ら
「
無
印
良
品
」
様
の
歴
史

と
店
舗
の
特
色
や
発
展
の
原
動
力
な
ど
も
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

〈
店
長
の
お
話
〉

　
当
社
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
感
じ
よ
い
暮
ら
し
を
実
現
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
意
味
で
の
〝
コ
ン
パ
ク
ト
ラ
イ
フ
〞
の

提
供
で
す
。

　
当
社
の
全
て
の
開
発
商
品
に
は
こ
の
思
想
が
貫
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
業

務
も
細
部
に
わ
た
り
こ
の

方
針
が
反
映
さ
れ
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
運
営
さ
れ
、
業

務
は
一
貫
し
て
お
り
迷
い

等
が
生
じ
な
い
様
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
当
店
で
は
七
名

の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
就
業

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
午
前
三
時
間
の
方

が
六
名
、
午
後
四
時
間
の
方
が
一
名
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、

長
年
業
務
に
従
事
し
、
業
務
に
精
通
さ
れ
て
い
る
方
々
な

の
で
、
安
心
し
て
業
務
を
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
若
い
社

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
配
慮
さ
れ
な
が
ら
の

仕
事
ぶ
り
は
好
感
が
持
て
ま
す
。（
お
褒
め
の
こ
と
ば
を

い
た
だ
き
ま
し
た
）

〈
会
員
の
話
〉

　
業
務
内
容
は
店
舗
内
へ

の
商
品
補
充
と
店
舗
内
掃

除
で
す
。商
品
補
充
で
は
、

前
日
夜
中
に
店
舗
倉
庫
に

保
管
さ
れ
て
い
る
商
品
を

店
舗
の
陳
列
棚
へ
補
充
す

る
作
業
で
、
商
品
群
ご
と

の
担
当
制
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　
大
小
様
々
の
色
や
形
が

違
う
六
千
ア
イ
テ
ム
を
超

え
る
多
品
種
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
の
で
、
細
心
の
注
意
を
払
い
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
陳
列
方
法
は
、
商
品
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
る
こ
と
か
ら
迷
っ
た
り
間
違
え
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
店
舗
内
清
掃
は
、
お
店
側
が
店
舗
内
の
床
や
商
品
棚
を

綺
麗
に
し
て
お
く
こ
と
を
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
日
々
徹
底
し
て
清
掃
し
て
い
ま
す
。
来
店
客
が

多
い
た
め
、
毎
朝
、
表
面
的
な
掃
除
だ
け
で
な
く
、
商
品

を
動
し
な
が
ら
棚
の
奥
ま
で
徹
底
し
て
掃
除
し
て
い
ま

す
。（
商
品
を
動
し
て
棚
の
奥
ま
で
見
せ
て
く
れ
た
行
動

は
、
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。）

Ｑ
　〝
働
い
て
い
て
何
が
良
か
っ
た
で
す
か
？
〞

Ａ
　
ボ
ケ
防
止
に
最
高
だ
よ
！
い
ま
健
康
で
い
ら
れ
る
の

は
仕
事
で
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
て
い
る
お
蔭
だ

よ
！
こ
の
お
店
は
客
層
が
若
く
世
の
中
の
変
化
を
感

じ
や
す
い
し
、
気
持
ち
も
若
返
る
！
さ
ら
に
商
品
が

売
れ
る
喜
び
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

終
わ
り
に

　
整
理
整
頓
さ
れ
た
綺
麗
な
店
舗
で
お
客
さ
ま
を
お
迎
え

し
た
い
と
い
う
社
員
と
同
じ
気
持
ち
で
働
い
て
い
る
会
員

に
は
、
大
い
な
る
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　
店
長
よ
り
一
名
増
員
の
ご
相
談
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

う
し
た
会
員
の
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
の
成
果
だ
と
嬉
し
く
思

い
な
が
ら
取
材
を
終
え
ま
し
た
。

（
取
材
　
安
田
　
惇
　
編
集
委
員
）

配分金支払日のお知らせ

４月分

５月分

６月分

５月25日 ㈬

６月27日 ㈪

７月25日 ㈪

４月分から６月分の配分金支払日は
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へ支払います。

人 事 異 動

【新　　任】（１月～４月）
・経営課主任 德　田　絵莉紗
・南部事務所 佐々木　美也子
・中部事務所 木　村　容　子 
・北部事務所 中　村　久　美

【退　　任】（１月～３月）
・南部事務所主査
 佐々木　美也子
・中部事務所 星　山　美佐枝
・北部事務所 新　堀　路　子


